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(Diesing,１８５０)Ciurealg22の寄生状態に関する
走査電子顕微鏡的観察

石井俊雄岡田亮次今井壮

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：parasitism，Ｐ/ｚａ７ｙ"gostom〃ｍｃｏ７`αtzJm，ＳＥＭ

れたものである．両例とも糞便検査により虫卵の排出を

確認した後，開腹手術を施して小腸上部を約10ｃｍにわ
たり切除した．腸管摘出前のＥＰＧ値は両例とも104を

越え，当該吸虫による濃厚感染が予想されたものであ

る．事実，摘出腸管においては，１ｃｍ２あたり１０個体
以上の虫体の寄生が認められた．

摘出腸管は生理食塩水で良く洗浄して食物残澄や來雑

物を取り去り，実体顕微鏡下において虫体の固着を確認
しながら，５×５ｍｍ程度の大きさに切り出して割断

標本材料とした．切り出した材料は，４°Ｃの２％グル
タールアルデヒドリン酸緩衝液中で24時間静置固定の

後，PArduczの固定液（PArducz，1967）で24時間再固
定した．再固定材料をエタノール系列で脱水，スチレン

モノマーに24時間浸漬した後ゼラチンカプセルに入れ，

重合促進剤を加えたスチレンモノマーを重層して６０°Ｃ

のインキュベーター中に静置，重合硬化を行なった．割

断標本は，透明なスチレンポリマー中の虫体材料を外側

から任意の平面方向にメス等で叩くことにより得た．割

断試料はプロピレンオキサイド中で脱樹脂し，酢酸イソ
ヂミル中に浸漬した後,ＣＯ２臨界点乾燥を施した．乾

燥した試料を試料台に固定した後，金スパッタコーティ
ングを施し，日本電子JSM-25Sm型走査電顕を用い，

加速電圧12.5ＫＶで観察，写真撮影を行なった．

成績

緒言

ツボガタキュウチュウＰｂα、ﾉ"gosto加皿ｍＣｏ７ａａｍｍ

(Diesing，1850）Ciurea，1922は，体長１～２ｍｍ，ゴ
マ粒状の形態を有する吸虫で，小腸上部の絨毛の間に頭
部を深く没入して固着している．本吸虫の終宿主として
は，Yamaguti（1971）によれば，FeJissyZuestγiｓ（ヨー
ロッパヤマネコ)，Ｆ・aomeStiCa（イエネコ)，Ｐα"

theraPαγα"ｓ（ヒョウ)，Ｐ．／CＯ（ライオン)，Ｃａ"ｉＳ
ｆＪ〃JｉａｒｉＳ（イヌ)，Ｃｅ"eZZaZigri"ααe9皿αtoγＭＳ，
Ｋ加工ｙｓＭＺ伽α，AcZio"yエル6ａｍｓからの記録があ
り，またMachida（1970）はＢＭａｉｍ７“ｂｅ"gaZe"ｓｉＳ
ｍα"c肋γica（ツシマヤマネコ）から本吸虫を記録して

いるが，一般にはネコの寄生虫として知られている．

本吸虫の腸管絨毛への寄生状態に関する形態学的観察
については，木船ら（1976)，梶山ら（1977)，および梶

山（1979）による切片像の光顕的観察，近藤ら（1974）
および梶山（1979）による走査電子顕微鏡（以下走査電
顕）での観察がある．しかし，これらの所見は主に虫体
の外部形態の観察にとどまり，本吸虫の腸管に対する寄
生状態や外部微細構造の機能については，充分明らかに
されていない．

そこで，著者らはスチレン樹脂割断法を応用して，本

吸虫の腸絨毛への寄生状態を走査電顕により観察し，さ
らに，従来明らかにされていなかった虫体体表の皮鰊の
機能について考察すべ<，体表構造についても観察を行
なった．

材料および方法

観察に用いた材料は，1981年９月大阪府吹田市，およ
び1982年９月に埼玉県坂戸市のそれぞれ小動物開業獣医

師から本学に搬入されたニホンネコの摘出腸管より得ら

１．虫体の寄生状態

腸管粘膜に寄生した虫体を走査電顕で観察したとこ

ろ，虫体は後端を腸管腔に向け，林立した腸絨毛中に埋

没した状態で認められた（Figs、１，２)．さらに虫体

寄生部位での腸管割断像では，虫体が腸絨毛を押し分

け，深く没入している像が観察された（Fig.３)．

これらの所見から，虫体はかなり強固な状態で腸管に日本獣医畜産大学寄生虫学教室

（７７）
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Figs、１，２Ｐ/Ｚａ７:y"gosZomz"γｚｃｏＭａｍｍａｔｔａｃｈｉｎｇｔｏｔｈｅｓｍａｌｌｉｎｔestineofthehost・Bars
indicatelmm・Ｐ：Ｐ・ＣＯγαａｔ"疵，ｉｖ：intestinalvilli・

Ｆｉｇ．３Transversesectionofthesmallintestine、Aparasitedeeplypenetratestothevilli・Bar
indicatesO､５ｍｍ、Ｐ：Ｐ・ｃｏ７ｃＺａｍｍ．

(７８）
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Figs､４－７SectionsofP、ＣＯ'cJammattachingtotheintestineｏｆｔｈｅｈｏｓｔ・Flattenedvilli（iv）

areroUedbetweenthetribocyticorgan（to）andthefoliateportion（fp)．

Ｆｉｇ．４Ｃｒｏｓｓｓｅｃｔｉｏｎａｔｔｈｅｌｅｖｅｌｏｆｕｐｐｅｒｐartofbody、ＢａｒｉｎｄｉｃａｔｅｓＯ５ｍｍ・

Ｆｉｇ．５Sagittalsectionofbody、ＢａｒｉｎｄｉｃａｔｅｓＯ２ｍｍ・

Ｆｉｇ．６Ｃｒｏｓｓｓｅｃｔｉｏｎａｔｔｈｅｈａｌｆｏｆｂｏｄｙ、ＢａｒｉｎｄｉｃａｔｅｓＯ３ｍｍ，

Ｆｉｇ．７Crosssectionatthehalfofbody・BarindicatesO,２ｍｍ．

固着していると思われたので，次に虫体が寄生した腸管

を更に様々な面で割断し，虫体の固着状態を観察した．

Fig.４は腸管に寄生した虫体を，tribocyticorgan（以

後支持体と仮称する）すなわち虫体前部を占める半球状

の支持器官の部位で横割断した像である．マッシュルー

ム様の支持体とそれを囲む虫体部分すなわちfoliate

portion（以後葉状体と仮称する）の問に，非薄化した

腸絨毛が挾み込まれているのが観察された．

Ｆｉｇ．５は虫体と腸絨毛の縦割断像である．Ｆｉｇ．４で

観察された所見と同様に，腸絨毛が支持体と葉状体に挾

み込まれ，体壁深く巻き込まれているのが観察された．

また，Figs、４，６，７で扁平化した腸絨毛が支持体の

前面に密着し，前面正中では支持体の陥凹に沿って同様

に陥凹している像が観察された．特にＦｉｇ．４ではこの

所見が顕著で，扁平化した腸絨毛が支持体の前面正中に

引き込まれていた．

２．虫体の表面構造

虫体の表面には，口吸盤部，支持体表面および虫体後

部の1/4～1/５を除いて皮鰊が認められ（Ｆｉｇ．８），それ

らは部位によりその形態に差異が認められた．すなわ

ち，虫体中央部（Fig.８，Ａ）においては５～６分裂

した指状の皮赫として認められ（Fig.１０)，皮練の存在

する部位からそれの存在しない部位への移行部（Fig.

８，Ｂ）においては１～３指状のものが認められた

（７９）
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＄Ii,瀞
Ｆｉｇ．８ＷｈｏｌｅｂｏｄｙｏｆＰ・co7cZatzJm．ＴｈｅspinesdenselydistributeattheregionAbutsparselyat

theregionB，andlackattheregionCBarindicateｓ０．５ｍｍ・ｆｐ：foliateportion，ｔｏ：tribo‐
ｃｙｔｉｃｏｒｇａｎ・

Ｆｉｇ．９ＴｈｅｓｐｉｎｅｓａｔｔｈｅｒｅｇｉｏｎＢｒｅｐｒｅｓｅｎｔｅｄｉｎＦｉｇ８・Ｂｉ‐ortrifurcatedspinesareshown・

Barindicates2Jum・

Fig.１０ThespinesattheregionArepresentedinFig8、Quinque‐orsexfurcatedspinesare

（８０）
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し，支持体自身が前部で一部絨毛を巻きこんでいる像も

観察され，これは支持体の左半部と右半部が前面正中に

向かって互いに逆回転し，絨毛の一部を巻き込んでいる

ものと考えられた．この機構のために罪簿扁平化した腸

絨毛は，葉状体に圧されていない前面の部位でも支持体

に密着し，正中部が僅かに陥凹した状態で観察された．

以上のことから，ツボガタキュウチュウの腸粘膜への強

固な固着は，支持体と葉状体の動的挾みつけや，支持体

の巻き込みの機能に起因するものと推察された．

一方，多くの吸虫類の体表には皮練が観察される

(Skryabin，1964）が，本吸虫においても５～６指状に

分岐したものが多数認められた．しかし，これらの機能

については，現在もなお不明な点が多い．今回の観察に

おいては虫体表面における皮練の分布は，虫体の後部と

口吸盤部および支持体の表面を除くほぼ全面に認められ

たが，これらの皮疎の分布部位は虫体が腸粘膜に寄生す

る際，腸絨毛間に埋没する部位に相当している．一方，

虫体が腸管内腔内に突出する部位には皮疎は認められな

かった．すなわち，皮練の分布と腸絨毛の間には，何ら

かの機能的関連の存在が予想される．

皮練は虫体の前部から後部へ向かって突出する形で起

立しており，この方向性は体表のいずれの部位でも同様

であった．これらの観察から，皮練は虫体表面と腸絨毛

が接触する部位において，あたかも鍼（やじり）の返し

の様な働きをして虫体の固定を介助しているものと推察

される．体表と腸絨毛の接触がない虫体後部には皮練が

存在しないことも，皮練の機能が体の固定にあるという

推測を裏付けるものであろう．

今回走査電顕を用いて，樹脂割断法を応用しながら本

吸虫の特異な固着状態と疎の機能について考察を進めた

が，従来の知見通りツボガタキュウチュウの腸管粘膜に

対する固着は，支持体と葉状体が大きな役割を果たして

いることが再認され，同時に虫体表面の皮練も固着に何

らかの補助的役割を果たしていることが示唆された

一般に，走査電顕による通常の観察では，組織内部の

構造を観察することは不可能であるが，スチレン樹脂割

断法を用いることにより，試料の内部は断面として観察

(Fig.９)．また皮練は前部から後部へ向かう方向`性を

もって起立突出しており，移行部では密在したものが次

第に疎になる像として観察された（Fig.１１)．

Ｆｉｇ．１２は虫体と腸粘膜の強拡大写真であり，皮疎が

腸粘膜に対して起立しているのが観察された．Ｆｉｇ．１３

は虫体の縦割断像であるが，皮疎が体表角皮内より発し

ているのが観察された．

考察

今回の観察において，ツポガタキュウチュウが濃厚感

染している摘出腸管粘膜面では，虫体が表面に密在して

覆いつくしているのが認められたが，本吸虫の寄生状態

についてＫｉｆｕｎｅｅＺａＺ．（1967)，木船ら（1976）は，

虫体は宿主絨毛を体壁の深い摺の問に挾みつけて固着し

ており，宿主組織を損傷することなく分離することはほ

とんど不可能であり，小腸の寄生小片を生理食塩水中で

震鎧する程度では分離し得ぬものであるとしている．著

者らの観察においても，寄生虫体を小腸の粘膜面から分

離する際に，虫体を離断することなく器械的に剥離する

ことは困難であり，寄生部位の腸管粘膜組織の損傷は避

け得なかった．

支持体は虫体前半を占めるドーム状の器官であり，そ

の周囲は襟状の体表部によって覆われている．この支持

体を覆っている体表部が葉状体と仮称したものであり，

今回の走査電顕像において虫体はこれら支持体と葉状体

が構成する間隙に腸絨毛を挾みつけ，体を固定している

像が観察された．この様な像は従来光顕像でも観察され

ている（木船ら，１９７６；梶山ら，１９７７；梶山，1979）

が，それらでは両器官の機能的役割については詳細にふ

れられていない．しかし，今回の観察により，それらの

機能について次のことが推察される．すなわち，挾み込

まれた腸絨毛は虫体周囲に見られる正常な腸絨毛に比べ

著しく非薄扁平化しており，このことで腸絨毛が支持体

と葉状体によりかなり強く圧平されつつ挾み込まれてい

るものと思われる．この際支持体は単に支持器の様な役

割のみを果たしており，むしろ外側の葉状体が動的に腸

絨毛を引き込んでいくのではないかと考えられる．しか

ｓｈｏｗｎ・Ｂａｒｉｎｄｉｃａｔｅｓ２似、．

Ｆｉｇ．１１LowmagnificationphotographofthebodysurfacebetweentheregionsAａｎｄＣ，Ｔｈｅｒｅ
ａｒｅｍａｎｙｓｐｉｎｅｓａｔｔｈｅｒｅｇｉｏｎＡｂｕｔｎｏｔａｔｔｈｅｒｅｇｉｏｎＣ・Ｂａｒｉｎｄｉｃａｔｅｓ５０/ｕｍ・

Ｆｉｇ．１２０bliqueaspectofthespines・Ｔｈｅｓｐｉｎｅｓａｒｅｒｉｓｉｎｇｂａｃｋｗａｒｄｆｒｏｍthebodysurface・Bar
indicates4/ｕｍ，

Ｆi９．１３ThetransversesectionofthebodySurface、Ｔｈｅspinesaregrowingfromthecuticle・
Barindicates5似、．

（８１）
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自身の巻き込みの機能に起因し，体表の皮疎も虫体の腸

粘膜に対する固着に，何らかの補助的役割を果たしてい

ることが推察された．

され，光顕切片像からは２次元的所見のみが得られるの

に対し，走査電顕割断像からは３次元的所見が得られ

る．今回の著者らの観察においても本法は極めて有効で

あり，今後寄生蠕虫類の固着に関する研究に広く応用さ

れることと,思われる．

なお，ツポガタキュウチュウは本邦においては，Ｋｉ‐

ｆｕｎｅｅｔａＪ．（1967）により福岡地区で飼育されていたネ

コの小腸内から発見されたのが最初である．その後本吸

虫は長崎県対馬（Machida，1970)，琵琶湖周辺，兵庫

県，山口県，愛媛県，香川県，広島県など西日本を中心

としてその分布が確認され（梶山，1979)，主として西

日本に分布する吸虫であると考えられてきた．しかし，

1983年に斉藤ら（1983）は，埼玉県の春日部，浦和地区

のネコより本吸虫を見い出しており，今回の観察に用い

た材料の一部も埼玉県坂戸市の獣医科医院から持ち込ま

れたネコから得られたものであったことから，従来西日

本を中心にその感染が知られていたツボガタキュウチュ

ウの関東地区への浸淫が示唆され，今後臨床的にも相応

の注意が払われる必要があるものと思われる．

謝辞

今回の研究に際して，材料を快く分与して下さった日

本獣医畜産大学第２外科学教室の田坂邦安講師に深く感

謝する．
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ニー

ロ冊結

ツボガタキュウチュウをスチレン樹脂割断法を用いて

走査電顕で観察した結果，以下の所見が得られた．

１．本吸虫は従来の光顕的観察からも示唆されていた

様に，腸絨毛をtribocyticorgan（支持体）とfoliate

portion（葉状体）の間に挾み込んで腸粘膜に寄生して

いた．

２．扁平化した腸絨毛が支持体の前面に密着し，その

一部が支持体の前面正中に巻き込まれているのが観察さ

れた．

３．虫体の表面には前部から後部へ向かう方向性をも

って皮鰊が突出しており，口吸盤部，支持体表面，虫体

後部の1/4～1/５を除いた部位で認められた．また鰊の形

態は部位によって異なっていた．

４．以上の結果より，ツポガタキュウチュウの腸粘膜

への固着は，支持体と葉状体の動的挾みつけや，支持体
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ThestyreneresincrackingmethodwasappliedtoobservetheparasitisｍｏｆＰ/Ｚａｍ"goslom"ｍ

ｃｏ７ａａＺ""（Diesing，1850）attachingtotheintestinalmucosaofhostinscanningelectronmicro‐

scopy・Ｐ・ＣＯγcJaZzZmparasitizedonthefelineintestinalmucosawiththetribocyticorganandthe

fOIiateportion・Thefrontsurfaceofthetribocyticorganadheredcloselytotheflattenedvilliof

hostandrollｅｄａｐａｒｔｏｆｉｔ・Ｔｈｅｒｅｗｅｒｅｍａｎｙｓｐｉｎｅｓｏｎｔｈｅｂｏｄｙｓｕrfaceoftheflukeexcepton

regionsoftheoralsucker，tribocyticorganandposteriorone-fifthofthebody・Thespinesgrew

backward，ａｎｄmorphologicalcharacteristicsofthemweredifferentateachregioｎ．Fromaresult，

ｉｔｗａｓａｓｓｕｍｅｄｔｈａｔＰ、ｃｏ７ｄａtzJmattachedtotheintestinalmucosabyadynamicpinchingof

thetribocyticorganandthefoliateportionandbyarollingfunctionoftribocyticorgan，andthat

thespinesonbodysurfaceplayedasupplementaryroleintheattachmenttointestinalmucosa．
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